
気仙広域連合財務書類 

（統一的な基準） 

 

１．概要について 

  国や地方公共団体の会計は、現金の収支に着目した単式簿記が採用されていま

すが、単式簿記は、発生主義の複式簿記を採用する企業会計と比べ、過去から積

み上げた資産や負債などの状況を把握できないことや減価償却、引当金などの会

計手続きの概念がないといった弱点がありました。 

  そこで総務省は、平成 27 年１月に固定資産台帳の整備や複式簿記の導入を前

提とした「統一的な基準による地方公会計マニュアル」を公表し、すべての地方

公共団体に対して、平成 30 年３月までに統一的な基準に基づく財務書類の作成・

公表を要請しました。 

  気仙広域連合では、平成 28 年度決算より統一的な基準よる財務書類を作成し

ていますが、今般、令和５年度一般会計等財務書類を作成しましたので、公表し

ます。 

 

 

  

一般会計 

ふるさと市町村基金特別会計 

 

 

 

※財務書類とは 

財務書類は、資産や負債などの状況、コストやその財源の状況といった財務

状況を一覧でわかりやすく開示する観点から、企業会計の考え方や手法（発生

主義、複式簿記）を用いて作成する書類です。 

財務書類は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支

計算書の４つの表で構成されています。 

  

一般会計等 



２．財務書類の概要と相互関係 

 

 

資産 

1,535,951 千円 

 

 

負債 

 151,926 千円 

 経常費用 

317,224 千円 

経常収益 

11,984 千円 

臨時利益 

  30 千円   

 

臨時損失 

   0 千円 

317,224 千円    

1,535,951 千円   1,535,951 千円 

 

 

業務活動収支 

16,940 千円 

投資活動収支 

   30 千円 

  財源 

   229,397 千円  

前年度末残高 

1,459,839 千円 
財務活動収支 

△8,561 千円 

  

前年度末残高 

13,510 千円  

 
純資産の変動 

△75,813 千円 

  30,450 千円   △8,531 千円       305,210 千円    1,689,236 千円 

【貸借対照表】 

会計年度末における財産の状況を報告するための表 

【行政コスト計算書】 

会計年度中に行った行政活動に係る費用・収益の関係を示す表 

【純資産変動計算書】 

会計年度中の純資産の動きを表す表 

【資金収支計算書】 

会計年度中の資金の増減の状況を示す表  

貸借対照表  行政コスト計算

書  

資金収支計算書  純資産変動計算書  

純行政コスト 

305,210 千円

本年度末残高 

1,384,025 千円

本年度末残高 

21,919 千円

うち現金預金 

 21,919 千円 

12,014 千円  

純資産 

1,384,025 千円 

純行政コスト 

305,210 千円



３．財務書類の分析 

⑴資産形成度「将来世代に残る資産はどのくらいあるか。」 

住民一人当たり資産額…28.1 千円（資産合計÷住民基本台帳人口） 

歳入額対資産比率…6.0 年 

   当該年度の歳入総額に対する資産の比率。これまでに蓄積してきた資産

が、歳入の何年分に相当するかを表し、資産形成の度合いを把握すること

ができます。（資産合計÷歳入総額） 

資産老朽化比率…83.4％ 

     有形固定資産のうち、償却資産の取得価格等に対する減価償却累計額の

割合。耐用年数に対して資産の取得からどの程度経過しているのかを全体

として把握することができます。100％に近いほど老朽化が進んでいるとい

えます。（減価償却累計額÷（有形固定資産合計－土地＋減価償却累計額）） 

⑵世代間公平性「将来世代と現世代との負担の分担は適切か。」 

純資産比率…90.1％ 

資産のうち、純資産（正味の資産）の割合。これまでに蓄積してきた資

産が、過去の世代による負担か、将来世代への負担となっているかを把握

することができます。比率が高いほど将来世代への負担が小さいことにな

ります。（純資産÷資産合計） 

世代間負担比率…25.5％ 

有形固定資産などの社会資本等に対して、将来、償還が必要な負債によ

る調達割合。社会資本等形成に係る将来世代の負担の程度を把握すること

ができます。比率が高いほど負担が大きいことになります。（地方債残高÷

公共資産（有形・無形固定資産合計）） 

⑶持続可能性「財政に持続可能性があるか。（どのくらい借金があるか。）」 

住民一人当たり負債額…2.8 千円（負債合計÷住民基本台帳人口） 

⑷効率性「行政サービスは効率的に提供されているか。」 

住民一人当たり行政コスト…5.6 千円（行政コスト÷住民基本台帳人口） 

 

※住民基本台帳人口は、令和６年３月 31 日現在の管内（大船渡市、陸前高田市、

住田町）人口 54,670 人を使用しています。 

  



注記 

 

１．主な会計方針 

 ⑴有形固定資産等の評価基準及び評価方法 

  ①有形固定資産…取得原価 

   ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおり。 

   ・取得原価が判明しているもの…取得原価 

   ・取得原価が不明なもの…再調達原価 

   ・土地…「固定資産評価基準」に基づく固定資産税評価額 

  ②無形固定資産…取得原価 

   ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおり。 

   ・取得原価が判明しているもの…取得原価 

   ・取得原価が不明なもの…再調達原価 

 ⑵有形固定資産等の減価償却の方法 

  ①有形固定資産…定額法 

  ②無形固定資産…定額法 

 ⑶引当金の計上基準及び算定方法 

  ①賞与引当金 

    翌年度６月支給予定の期末・勤勉手当並びにそれに係る法定福利費相当額

の見込額について、当年度負担相当額を計上。 

  ②退職手当引当金 

    退職手当組合への負担金（積立金）累計額から負担金に係る事務費を控除

し、控除後の金額から退職手当支給累計額を差し引いた額を計上。 

 ⑷資金収支計算書における資金の範囲 

   地方自治法第 235 条の４第１項に規定する歳入歳出に属する現金とし、出納

整理期間における取引により発生する資金の受払いを含みます。 

 ⑸その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

    ①施設設備 

    建物の附属設備としてインフラ資産の建物に計上。 

  ②物品 

    取得価格が 50 万円以上の場合に資産として計上。ただし、車両について

は、取得価格に関係なくすべて計上しています。 

 



  ③委託料と投資的支出の区分基準 

    委託料として支出を行ったものは原則委託料として処理しますが、資本形

成に資すると個別に判断したものについては、投資的支出に計上しています。 

 

２．主な会計方針の変更等 

  なし 

 

３．重要な後発事象 

  なし 

 

４．偶発債務 

  なし 

 

５．追加情報 

 ⑴対象範囲 

  一般会計、ふるさと市町村圏基金特別会計 

 ⑵出納整理期間 

   地方自治法第 235 条の５の規定により出納整理期間が設けられており、当会

計年度に係る出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をも

って会計年度末の計数とします。 

 ⑶純資産における固定資産等形成分・余剰分（不足分）の内容 

  ①固定資産等形成分 

    固定資産の額を計上。 

  ②余剰分（不足分） 

    純資産合計のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上。残高が正

数であれば余剰分として、負数であれば不足分として費消可能な資源の蓄積

を表します。 

⑷一時借入金 

  なし 

  

 



決算対象年度 ： 令和05年度

会計 ： 気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

金額 金額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 1,514,032 固定負債 135,470

有形固定資産 514,032 地方債 131,000

事業用資産 0 長期未払金 0

土地 0 退職手当引当金 4,470

立木竹 0 損失補償等引当金 0

建物 0 その他 0

建物減価償却累計額 0 流動負債 16,456

工作物 0 1年内償還予定地方債 13,064

工作物減価償却累計額 0 未払金 0

船舶 0 未払費用 0

船舶減価償却累計額 0 前受金 0

浮標等 0 前受収益 0

浮標等減価償却累計額 0 賞与等引当金 3,392

航空機 0 預り金 0

航空機減価償却累計額 0 その他 0

その他 0 151,926

その他減価償却累計額 0 【純資産の部】

建設仮勘定 0 固定資産等形成分 1,514,032

インフラ資産 511,586 余剰分（不足分） △ 130,007

土地 44,171 他団体出資等分 0

建物 2,690,491

建物減価償却累計額 △ 2,306,528

工作物 120,907

工作物減価償却累計額 △ 37,454

その他 0

その他減価償却累計額 0

建設仮勘定 0

物品 11,385

物品減価償却累計額 △ 8,939

無形固定資産 0

ソフトウェア 0

その他 0

投資その他の資産 1,000,000

投資及び出資金 0

有価証券 0

出資金 0

その他 0

投資損失引当金 0

長期延滞債権 0

長期貸付金 0

基金 1,000,000

減債基金 0

その他 1,000,000

その他 0

徴収不能引当金 0

流動資産 21,919

現金預金 21,919

未収金 0

短期貸付金 0

基金 0

財政調整基金 0

減債基金 0

棚卸資産 0

その他 0

徴収不能引当金 0

繰延資産 0 1,384,025

1,535,951 1,535,951

負債合計

【様式第１号】

貸借対照表
（令和06年03月31日現在）

科目 科目

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計



決算対象年度 ： 令和05年度

会計 ： 気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

金額

経常費用 317,224

業務費用 316,171

人件費 51,682

職員給与費 42,446

賞与等引当金繰入額 3,392

退職手当引当金繰入額 0

その他 5,845

物件費等 264,228

物件費 171,393

維持補修費 0

減価償却費 92,808

その他 28

その他の業務費用 260

支払利息 183

徴収不能引当金繰入額 0

その他 77

移転費用 1,054

補助金等 1,047

社会保障給付 0

他会計への繰出金 0

その他 7

経常収益 11,984

使用料及び手数料 8,162

その他 3,822

純経常行政コスト 305,240

臨時損失 0

災害復旧事業費 0

資産除売却損 0

投資損失引当金繰入額 0

損失補償等引当金繰入額 0

その他 0

臨時利益 30

資産売却益 30

その他 0

純行政コスト 305,210

【様式第２号】

行政コスト計算書
（自　令和05年04月01日）

（至　令和06年03月31日）

科目



決算対象年度 ： 令和05年度

会計 ： 気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 1,459,839 1,606,840 △ 147,001 0

純行政コスト（△） △ 305,210 △ 305,210 0

財源 229,397 229,397 0

税収等 229,397 229,397 0

国県等補助金 0 0 0

本年度差額 △ 75,813 △ 75,813 0

固定資産等の変動（内部変動） △ 92,808 92,808

有形固定資産等の増加 0 0

有形固定資産等の減少 △ 92,808 92,808

貸付金・基金等の増加 0 0

貸付金・基金等の減少 0 0

資産評価差額 0 0

無償所管換等 0 0

他団体出資等分の増加 0 0

他団体出資等分の減少 0 0

比例連結割合変更に伴う差額 0 0

その他 0 0 0

本年度純資産変動額 △ 75,813 △ 92,808 16,994 0

本年度末純資産残高 1,384,025 1,514,032 △ 130,007 0

【様式第３号】

純資産変動計算書
（自　令和05年04月01日）

（至　令和06年03月31日）

科目 合計



決算対象年度 ： 令和05年度

会計 ： 気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

金額

【業務活動収支】

業務支出 221,024

業務費用支出 219,971

人件費支出 48,290

物件費等支出 171,498

支払利息支出 183

その他の支出 0

移転費用支出 1,054

補助金等支出 1,047

社会保障給付支出 0

他会計への繰出支出 0

その他の支出 7

業務収入 237,965

税収等収入 229,397

国県等補助金収入 0

使用料及び手数料収入 8,162

その他の収入 406

臨時支出 0

災害復旧事業費支出 0

その他の支出 0

臨時収入 0

業務活動収支 16,940

【投資活動収支】

投資活動支出 0

公共施設等整備費支出 0

基金積立金支出 0

投資及び出資金支出 0

貸付金支出 0

その他の支出 0

投資活動収入 30

国県等補助金収入 0

基金取崩収入 0

貸付金元金回収収入 0

資産売却収入 30

その他の収入 0

投資活動収支 30

【財務活動収支】

財務活動支出 13,061

地方債償還支出 13,061

その他の支出 0

財務活動収入 4,500

地方債発行収入 4,500

その他の収入 0

財務活動収支 △ 8,561

8,409

13,510

0

21,919

前年度末歳計外現金残高 0

本年度歳計外現金増減額 0

本年度末歳計外現金残高 0

本年度末現金預金残高 21,919

前年度末資金残高

比例連結割合変更に伴う差額

本年度末資金残高

【様式第４号】

資金収支計算書
（自　令和05年04月01日）

（至　令和06年03月31日）

科目

本年度資金収支額



決算対象年度： 令和05年度
会計 ： 気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

前年度末残高
（A）

本年度増加額
（B）

本年度減少額
（C）

本年度末残高
（A)＋（B)-（C)

（D）

本年度末
減価償却累計額

（E)
本年度償却額

（F)

差引本年度末残高
（D)－（E)

（G)

事業用資産 - - - - - - -

土地 - - - - - - -

立木竹 - - - - - - -

建物 - - - - - - -

工作物 - - - - - - -

船舶 - - - - - - -

浮標等 - - - - - - -

航空機 - - - - - - -

その他 - - - - - - -

建設仮勘定 - - - - - - -

インフラ資産 2,855,569 - - 2,855,569 2,343,982 92,184 511,587

土地 44,171 - - 44,171 - - 44,171

建物 2,690,491 - - 2,690,491 2,306,528 90,129 383,963

工作物 120,907 - - 120,907 37,454 2,055 83,453

その他 - - - - - - -

建設仮勘定 - - - - - - -

物品 11,685 - 300 11,385 8,939 623 2,446

2,867,254 - - 2,866,954 2,352,921 92,807 514,033

有形固定資産の明細
令和　６年　３月３１日現在

区　　　　　　　　分

合計



決算対象年度： 令和05年度
会計 ： 気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

生活インフラ・国
土保全

教育 福祉 環境衛生 産業振興 消防 総務 警察 その他 合計

事業用資産 - - - - - - - - - -

土地 - - - - - - - - - -

立木竹 - - - - - - - - - -

建物 - - - - - - - - - -

工作物 - - - - - - - - - -

船舶 - - - - - - - - - -

浮標等 - - - - - - - - - -

航空機 - - - - - - - - - -

その他 - - - - - - - - - -

建設仮勘定 - - - - - - - - - -

インフラ資産 - - - 511,587 - - - - - 511,587

土地 - - - 44,171 - - - - - 44,171

建物 - - - 383,963 - - - - - 383,963

工作物 - - - 83,453 - - - - - 83,453

その他 - - - - - - - - - -

建設仮勘定 - - - - - - - - - -

物品 - - - 2,446 - - 1 - - 2,446

- - - 514,033 - - 1 - - 514,033

有形固定資産の行政目的別明細
令和　６年　３月３１日現在

区　　　　　分

合計



決算対象年度：令和05年度

会計：気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

種類 現金預金 有価証券 土地 その他
合計

(貸借対照表計上額)
(参考)財産に関する

調書記載額

気仙広域連合ふるさと市町村圏基
金

1,000,000 1,000,000

0

0

0

合計 1,000,000 0 0 0 1,000,000 0

基金の明細
(令和　６年　３月３１日現在）



決算対象年度：令和05年度

会計：気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

地方債残高

うち1年内償還予定 うち共同発行債 うち住民公募債

【通常分】

一般公共事業

公営住宅建設

災害復旧

教育・福祉施設 144,064 13,064 17,904 126,160

一般単独事業

その他

【特別分】

臨時財政対策債

減税補てん債

退職手当債

その他

144,064 13,064 0 17,904 0 126,160 0 0 0 0合計

地方債（借入先別）の明細
(令和　６年　３月３１日現在）

種類 政府資金
地方公共団体
金融機構

市中銀行
その他の
金融機関

市場公募債 その他



決算対象年度：令和05年度

会計：気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

144,064

決算対象年度：令和05年度

（単位：千円）

4,500 139,564

決算対象年度：令和05年度

（単位：千円）

地方債（利率別）の明細
(令和　６年　３月３１日現在）

地方債残高 1.5％以下
1.5％超

2.0％以下
2.0％超
2.5％以下

2.5％超
3.0％以下

3.0％超
3.5％以下

3.5％超
4.0％以下

4.0％超

特定の契約条項が付された地方債の概要

（参考）
加重平均
利率

144,064

地方債（返済期間別）の明細
(令和　６年　３月３１日現在）

地方債残高 １年以内
１年超

３年以内
３年超
４年以内

４年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超
15年以内

15年超
20年以内

20年超

144,064

(令和　６年　３月３１日現在）

特定の契約条項が
付された地方債残高

契約条項の概要



決算対象年度：令和05年度

会計：気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

目的使用 その他

固定資産

投資損失引当金

徴収不能引当金

流動資産

徴収不能引当金

固定負債

退職手当引当金 4,470 4,470

損失補償等引当金

流動負債

賞与等引当金 3,417 3,392 3,417 3,392

7,887 3,392 0 3,417 0 7,862合計

引当金の明細
(令和　６年　３月３１日現在）

区分 前年度末残高 本年度増加額 政府資金
本年度減少額

本年度末残高



決算対象年度：令和05年度

会計：気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

計 0

非常勤職員公務災害補償負担金 岩手県市町村総合事務組合 20
公務災害補償等業務に係る負担
金

タブレット端末負担金 大船渡市 6
管理職用タブレット端末利用負
担金

データ伝送回線負担金 大船渡市 3
金融機関データ伝送回線利用負
担金

全国都市清掃会議東北地区協議会
分担金

全国都市清掃会議東北地区協議会 18 運営負担金

三陸・けせん観光物産フェア事業
補助金

三陸・けせん観光協議会 1,000 事業運営補助

計 1,047

1,047

他団体への公共施設等整備補助金等
(所有外資産分)

その他の補助金等

合計

補助金等の明細
（自　令和　５年　４月　１日　至　令和　６年　３月３１日）

区分 名称 相手先 金額 支出目的



決算対象年度：令和05年度

会計：気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

会計 区分 財源の内容 金額

229,397

229,397

計 0

計 0
0

229,397

0

計 0

計 0
0
0

財源の明細
（自　令和　５年　４月　１日　至　令和　６年　３月３１日）

一般会計

税収等

分担金及び負担金

小計

国県等補助金

資本的
補助金

経常的
補助金

小計
合計

ふるさと市町村圏基
金

特別会計

税収等

小計

国県等補助金

資本的
補助金

経常的
補助金

小計
合計



決算対象年度：令和05年度

会計：気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

国県等補助金 地方債 税収等 その他

305,210 4,500 229,397 71,313

0

305,210 0 4,500 229,397 71,313

有形固定資産等の増加

貸付金・基金等の増加

その他

合計

財源情報の明細
（自　令和　５年　４月　１日　至　令和　６年　３月３１日）

区分 金額
内訳

純行政コスト



決算対象年度：令和05年度

会計：気仙広域連合一般会計等

（単位：千円）

21,919

21,919

現金

資金の明細
(令和　６年　３月３１日現在）

種類 本年度末残高

合計

要求払預金

短期投資


